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要旨 




することとした。4 綱 15 目 28 科 33 種の陸上節足動物を確認した。うち 21 種は同
島から初めて確認された。既存の記録を加えるとこれまでに西之島から確認された












 西之島は、東京本土部から 1,000km ほど南方、および小笠原諸島父島より約 130km
西方の太平洋上に存在する海洋島である。1973 年に有史以来初の噴火が確認され、

















2017 年より環境省による総合学術調査が計画されたが、2017 年、2018 年は噴火
活動が活発化したため上陸調査は延期となり、2019 年 9 月に上陸調査が実施される
こととなった。なお、西之島の節足動物については 1983 年（大沢・倉田、1983）、
2004 年（Abe, 2006）、2012 年（東京都小笠原支庁土木課自然公園係、2013）に他分
野の専門家等の上陸調査により記録されたものがわずかに知られるのみであった。






 西之島への上陸調査は、2019 年 9 月 3～5 日の 3 日間、岸本、森によって実施さ
れた。当初 5 日間の上陸により島の東西南北それぞれの浜から上陸することが想定
されていたが、台風の接近に伴い、9 月 3 日、4 日は西之浜から、9 月 5 日には南西
浜からの上陸に限定された。また、9 月 4 日については日没後 2 時間のみ、旧島台
地及び西之浜の一部で夜間調査を行った。 
 なお、2016 年 10 月 20 日に川上が上陸調査を行い、節足動物の採集を行った。ま















の巣材内での見つけ採りを行った。2018 年調査においては 7 月に西之島沖における



























図 1. 西之島における節足動物調査位置図および調査機器 
a. 調査位置図（実線：粘着トラップ、点線：パントラップ、星印：ライトトラップ）
b. 粘着トラップ、c. パントラップ、d. ライトトラップ、e. ツルグレン装置. 地図は
国土地理院発行のものを改変。 
Figure 1. Location map and the equipment of the survey on Nishinoshima Island 
a. Location map (solid line: Sticky trap, dotted line: Pan trap, star: Light trap), b. Sticky trap, 





 表 1 に今回の調査結果、および過去の調査において記録された種のリストを整理
した。1983 年（大沢・倉田、1983）、2004 年（Abe, 2006）、2012 年（東京都小笠原
支庁土木課自然公園係、2013）の記録のほか、2016 年調査については川上による採
集結果を、2018 年調査の記録については環境省調査による結果を合わせて掲載した。 
2019年の調査では少なくとも 4綱 15目 28科 33種の陸生節足動物が確認された。
そのうち 21 種は同島からはじめて確認されたものである。既存の記録を加えると、




き声が聞かれ、ホシササキリ Conocephalus maculatus の可能性が高いと考えられた
が確認はできなかった。キンバエ属の一種は南西浜で数頭目撃し、廣田充氏により
撮影もされた。体色等からヒロズキンバエ Licilia sericata の可能性が高いが確定は




・セトシミ Ephysteris promptella 小笠原諸島新記録 











・クチビルカズキダニ Carios capensis 
 海鳥に付着して吸血する。カツオドリ Sula leucogaster やアオツラカツオドリ Su. 










より残存している陸地である旧島部では 28 種が確認された（表 1A）。オガサワラ
クビキリギス Euconocephalus nasutus、ヒメヨコバイ亜科の一種、クダアザミウマ科
の一種、クサシロキヨトウ Mythimna loreyi 等、植食性または吸汁性の昆虫は、オヒ





旧島部下の海浜部である西之浜では 6 種の生息が確認された（表 1C）。粘着トラ
ップの結果を旧島と比較すると捕獲された個体数の総量は同程度であるが、種数で
は半数未満である（表 2）。この地域には特にヤニイロハサミムシ Anisolabis picea が
優占しており、2013 年噴火後に形成された新しい海浜部に進出した分解者として重
要な役割を果たしていると考えられる。2016 年の上陸調査でも、西之浜の旧島から
約 200m 離れた地点でハサミムシが確認された。また、北西台地においても 6 種が
確認された（表 1B）。旧島部と接続するこれらの地域ではヤニイロハサミムシやオ




（表 2, 表 3）、任意採集により確認されたトビカツオブシムシ Dermestes ater、クロ
バエ科の一種が確認されたのみであった（表 1D）。ただし、西之浜地域のトラップ
















The 2019 survey results are shown separately for A: Remnant of former island, B: Northwest 
plateau, C: West beach, D: Southwest beach. The new records for Nishinoshima Island are 
denoted by "n". The results of previous surveys are included in this list. In the past records, 
species for which identification was insufficient were indicated by "?".  
A B C D
トビムシ目 ツチトビムシ科 Isotomidae Gen. sp. ツチトビムシ科の一種 ● ● n
アヤトビムシ科 Entomobryidae Gen. sp. アヤトビムシ科の一種 ● n
シミ目 シミ科 Heterolepisma dispar セトシミ ● n
トンボ目 トンボ科 Pantala flavescens ウスバキトンボ ○ ○ ○ ●
ゴキブリ目 ゴキブリ科 Periplaneta americana ワモンゴキブリ ○ ○ ●
バッタ目 キリギリス科 Conocephalus maculatus  ? ホシササキリ? ● n
キリギリス科 Euconocephalus nasutus オガサワラクビキリギス ● n
バッタ科 Locusta migratoria トノサマバッタ ○
ハサミムシ目 ハサミムシ科 Anisolabis picea ヤニイロハサミムシ ? ? ○ ● ●
ハサミムシ科 Euborellia annulipes コヒゲジロハサミムシ ○ ●
アザミウマ目 クダアザミウマ科 Phlaeothripidae Gen. sp. クダアザミウマ科の一種 ● n
カメムシ目 ウンカ科 Toya propinqua シロウズウンカ ○ ●
ヨコバイ科 Typhlocybinae Gen. sp. ヒメヨコバイ亜科の一種 ● n
ツチカメムシ科 Geocoris pygmaeus ヒメツチカメムシ ● n
カスミカメムシ科 Creontiades brevis ヒメフタホシカスミカメ ○ ●
マキバサシガメ科 Nabis kinbergii ネッタイマキバサシガメ ○ ●
ナガカメムシ科 Nysius caledoniae オガサワラヒメナガカメムシ ? ○ ●
甲虫目 カツオブシムシ科 Dermestes ater トビカツオブシムシ ○ ○ ● ● ●
テントウムシ科 Scymnus nigrosuturalis クロスジヒメテントウ ● n
ハチ目 アリ科 Cardiocondyla  kagutsuchi ハダカアリ ● n
アリ科 Pheidole noda オオズアリ ○
アリ科 Tetramorium bicarinatum オオシワアリ ○ ?
アリ科 Hypoponera punctatissima トビニセハリアリ ● n
ハエ目 シラミバエ科 Hippoboscidae Gen. sp. シラミバエ科の一種 ● n
クロバエ科 Lycilia sp. キンバエ属の一種 ● n
ニクバエ科 Sarcophagidae Gen. sp. ニクバエ科の一種 ?
イエバエ科 Muscidae Gen. sp. イエバエ科の一種 ○
キノコバエ科 Mycetophilidae Gen. sp. キノコバエ科の一種 ● ● n
チョウ目 キバガ科 Ephysteris promptella シマクロスジコキバガ ● n
ツトガ科 Spoladeare curvalis シロオビノメイガ ○ ○
メイガ科 Faveria leucophaeella コシタジロクロマダラメイガ ● n
タテハチョウ科 Vanessa indica アカタテハ ○
シャクガ科 Perixera obrinaria クロテンウスチャヒメシャク ?
スズメガ科 Agrius convolvuli エビガラスズメ ○
ヤガ科 Mythimna loreyi クサシロキヨトウ ? ? ○ ●
ヤガ科 Remigia frugalis ウスオビクチバ ● n
クモ目 ヤマシログモ科 Scytodes sp. ヤマシログモ属の一種 ○
コガネグモ科 Neoscona theisi ホシスジオニグモ ○
コモリグモ科 Lycosa boninensis オガサワラコモリグモ ? ? ○ ● ● ●
Arachnida Fam. Gen. sp. クモ目の一種 ● n
ダニ目 ヒメダニ科 Carios capensis クチビルカズキダニ ○ ● ●
Oribatida Fam. Gen. sp. ササラダニの一種 ● ● n
Mesostigmata Fam. Gen. sp. トゲダニ類の一種 ● n
ワラジムシ目 Oniscidea Fam. Gen. sp. ワラジムシ亜目の一種 ● n



























図 2. 調査によって記録された主な陸上節足動物 
Figure 2. Notable terrestrial arthropod species recorded in the surveys in Nishinoshima Island 
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図 2.（前頁）a.セトシミ、b. ウスバキトンボ、 c. オガサワラクビキリギス、d. ワ
モンゴキブリ、e. ヤニイロハサミムシ、f. ネッタイマキバサシガメ、g. オガサワラ
ヒメナガカメムシ、h. シロウズウンカ、i. ヒメフタホシカスミカメ、j. クロスジヒ
メテントウ、k. トビニセハリアリ、l. ヒメツチカメムシ、m. コヒゲジロハサミム
シ、n. クダアザミウマ科の 1 種、o. トビカツオブシムシ、p. シラミバエ科の 1 種、
q. キンバエ属の 1 種、r. ハダカアリ、s. クサシロキヨトウ、t. シマクロスジコキバ
ガ、u. オガサワラコモリグモ、v. クチビルカズキダニ、w. ササラダニの 1 種。各
標本に沿う黒線は 5mm を表している。（q は廣田充撮影） 
Figure 2. (Previous page) a. Heterolepisma dispar, b. Pantala flavescens, c. Euconocephalus 
nasutus, d. Periplaneta americana, e. Anisolabis picea, f. Nabis kinbergii, g. Nysius 
caledoniae,Creontiades brevis, h. Toya propinqua, i. Creontiades brevis j. Scymnus 
nigrosuturalis, k. Hypoponera punctatissima, l. Geocoris pygmaeus, m. Euborellia annulipes, 
n. Phlaeothripidae Gen. sp., o. Dermestes ater, p. Hippoboscidae Gen. sp., q. Lucilia sp. 
(photographed by Mitsuru Hirota), r. Cardiocondyla kagutsuchi, s. Mythimna loreyi, t. 
Ephysteris promptella, u. Lycosa boninensis, v. Carios capensis, w. Oribatida Fam. Gen. sp. 
Solid bar beside each individual indicates 5mm. 
  
表 2．粘着トラップで確認された西之島の陸上節足動物の平均個体数 
Table 2．Terrestrial arthropods in Nishinoshima Island detected by sticky traps 
 
各種の 1 トラップ当たり平均記録個体数を示した。 




ヤニイロハサミムシ Anisolabis picea 0 2.63 0
コヒゲジロハサミムシ Euborellia annulipes 0.10 0 0
シロウズウンカ Toya propinqua 0.05 0 0
ヒメヨコバイ亜科の一種 Typhlocybinae Gen. sp. 0.15 0 0
オガサワラヒメナガカメムシ Nysius caledoniae 0.10 0 0
ハダカアリ Cardiocondyla kagutsuchi 1.85 0 0
キノコバエ科の一種 Mycetophilidae Gen. sp. 0.10 0.13 0
シマクロスジコキバガ Ephysteris promptella 0.35 0 0
オガサワラコモリグモ Lycosa boninensis 0.25 0 0
クチビルカズキダニ Carios capensis 0.15 0 0







Table 3．Terrestrial arthropods in Nishinoshima Island detected by pan traps 
 
各種の 1 トラップあたり平均記録個体数を示した。 




噴火前の 2012 年に確認された 10 種の節足動物（東京都小笠原支庁土木課自然公
園係、2013）のうち、7 種の生息が確認できなかった。特に、トノサマバッタ Locusta 
migratoria、エビガラスズメAgrius convolvuli、オオシワアリ Tetramorium bicarinatum、






















ヒメヨコバイ亜科の一種 Typhlocybinae Gen. sp. 1.9 0
オガサワラヒメナガカメムシ Nysius caledoniae 0.1 0
クロスジヒメテントウ Scymnus nigrosuturalis 0.1 0
ハダカアリ Cardiocondyla kagutsuchi 1.2 0
シマクロスジコキバガ Ephysteris promptella 1.8 0









































































所の学術研究船「新青丸」（海洋研究開発機構所属, KS-16-16 航海）により、2018 年
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For the first time in Nishinoshima Island, terrestrial arthropods were surveyed by experts 
in September 2019. While some grassland remained, almost all areas were covered with lava 
due to repeated eruptions since 2013. Quantitative and qualitative surveys were conducted in 
parallel to confirm the remaining arthropods on the former island and to clarify the status of 
their entry onto the newly formed beach and plateau. Thirty-three terrestrial arthropods of 4 
classes, 15 orders, and 28 families were identified. Of these, 21 species were recorded from 
the island for the first time. When these new records are added to existing records, it appears 
that a total of 44 terrestrial arthropods have been identified from Nishinoshima. The discovery 
of soil decomposers, such as Collembola and Oribatida, under a seabird carcass on the newly 
formed lava plateau after the 2013 eruption suggests a new hypothesis regarding the process 
of primary succession. On the other hand, the alien cockroach remains on the former island, 
and an investigation into cockroach control is desirable. The results of a quantitative survey 
using traps will provide a baseline for continuous monitoring in the future. 
 
Key words 
Alien insects, Monitoring, Oceanic island, Primary succession, Soil organism 
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